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環境に配慮するゾーンでは、コイ科魚類の産着卵の干出を
 最小限とすることを目的としている。

その手法はほぼ確立されたと考えられる。

1.1
 

現在採用している瀬田川洗堰の試行操作1.1
 

現在採用している瀬田川洗堰の試行操作
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・水位ピークの2日後
 に産着卵数がピークと
 なる

・産卵期平均の孵化日
 数は5日

⇒7日間水位を維持す
 れば干出を防げると考
 えられる

環境に配慮するゾーンの範囲で多くの産卵を得るため試行

目標⇒産卵量を多く！干出率を低く！

1.2
 

産着卵の干出を防ぐための方法1.2
 

産着卵の干出を防ぐための方法
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2. 生態系に配慮した洗堰の操作の変遷と課題2. 生態系に配慮した洗堰の操作の変遷と課題

降雨があったときに、

卵干出率が上がる

②予め低く（B.S.L+0.1m）水位維持

降雨が連続すると、

B.S.L+0.3mを超え、全開放流操作

②更に低く（B.S.L+0.05m）水位維持

H16
H17-18

①水位上昇による湖岸域の産卵場面積増加

②水位上昇による産卵誘発の可能性

産卵量を増加させる要因
矛盾

H19

H16の失敗を

繰り返す危険がある

①水位維持の日数を7日間に見直し

①水位上昇後7～10日間の水位維持

孵化日数を精査し

 期間を短縮

安全率を精査し

 期間を短縮
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3.解決策3.解決策

②降雨時の水位上昇量を大きくする

卵干出率が上がってしまうので、

降雨が連続すると、

水位が上がりすぎ上限を超え、全開放流するため、

水位が上がりすぎないように工夫

産卵がない、あるいは少ない場合※1 （3カ所の調査地点の内どの調査地

 点も10万個未満の産卵しか見られない場合）は、卵の干出死防止のため

 の水位維持を行わず、速やかに水位低下（B.S.L+0.05mを下回らない範

 囲）を実施

工夫の内容

産卵調査結果の速報値を瀬田川洗堰操作に反映
・産卵が多い時を重点的に水位維持を実施
・産卵がない場合の無駄な操作（空振り操作）を低減。
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4.方法4.方法

現時点では、産卵量、産卵場所の事前予測は不可能
⇒現地調査情報を毎日発信、産卵状況をみながら判断

発信内容
●産着卵数
（10万個以上を報告）
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※１産卵数10万個未満を「産卵が少ない」とする理由

１０万個以上の産卵数が
全産卵数の９７％を占める

H16～H18までの実績水位と産卵量から産卵数

 100個～100万個までシミュレーションした結果、

 干出率に大きな変化は見られなかった。

対象産卵数の大小で干出率

 に差がでない

干出率に差が見られないのであ

 ればカバー率の高い卵数１０万個

 を対象として操作することが適切
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5.1現在の操作例5.1現在の操作例

産卵が多かった

 H16では、水位を

 維持しすぎたた

 め、結果として
全開放流を余儀

 なくされ、多く

 の卵が干出した。
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5.2提案のシミュレーション例5.2提案のシミュレーション例

産卵がなかった

 ときに水位維持

 をしていなけれ

 ば、全開放流の

 必要はなく、卵

 の干出率を低く

 抑えられたもの

 と考えられる。

0

20

40

60

4/1 4/8 4/15 4/22 4/29 5/6 5/13 5/20 5/27 6/3 6/10 6/17 6/24

産
着

卵
数

　
[万

個
]

降水量（今津）

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

4/1 4/8 4/15 4/22 4/29 5/6 5/13 5/20 5/27 6/3 6/10 6/17 6/24

琵
琶

湖
水

位
　

[B
.S

.L
. 
m

]

目標上限水位

目標下限水位

H16（実績）

H16シミュレート

治水に配慮

利水に配慮

⇒卵の干出死緩和

0

100

200

300

400

500

4/1 4/8 4/15 4/22 4/29 5/6 5/13 5/20 5/27 6/3 6/10 6/17 6/24

産
着

卵
数

　
[万

個
]

干出卵数

生残卵数

大きな降雨
⇒一斉産卵

産んでいなかった
ので水位を維持し

ない

コイ・フナ類産着卵数

のべ152万粒が干出を免れる


	平成18年度瀬田川洗堰操作の課題と�平成19年度操作の方針について
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	※１産卵数10万個未満を「産卵が少ない」とする理由
	スライド番号 8
	スライド番号 9

